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役
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一
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発
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決
意
―
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ブ
ル
ガ
リ
の
児
童
養
護
施
設
へ
薬
を
贈
ろ
う

第1回・常任理事会

2
0
0
7
年

、
新
た
な
決
意
で
出
発

第 4回 ・ 「 料理教室 」 と 「料
理 と ワ イ ン を 楽 し む 会 」

　
　
　

ブ
ル
ガ
リ
ア
理
解
講
座

第
2
期

第
4
回

2
0
0
7
年
の
活
動
を
検
討
し

た

第

1

回

・

常

任

理

事

会

　
2
0
0
7
年
も
活
動
の
さ
ら
な
る
活
発
化

を
―

ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会
は

、
常

任
理
事
会
の
新
設
後
の
第
1
回
・
常
任
理
事

会
を
1
1
月
2
6
日

（
日

）
午
後

、
広
島
市

中
区
で
開
催
し

、
2
0
0
7
年
3
月
末
ま
で

の
0
6
年
度
下
期
の
行
事
を
検
討
し

、
活
動

の
活
発
化
を
決
め

、
新
年
に
向
け
て
ス
タ
ー

ト
を
切

っ
た

。

ブ ル ガ リ ア

第

2

期

第

3

回

「
ブ
ル
ガ
リ
ア
理
解
講
座

」

ブルガリアの今と昔を語る佐 々 木
代表理事

　
新
年
の
活
動
と
し
て

は

、
①
第
2
期
・
ブ
ル

ガ
リ
ア
理
解
講
座
の
継

続
開
催
②
ブ
ル
ガ
リ
ア

の
児
童
養
護
施
設
へ
の

薬
の
贈
呈
運
動
の
開
始

③
ば
ら
の
女
王
招
待
報

告
書
や
協
会
ニ

ュ
ー

ス

の
編
集
④

（
仮

）
ブ
ル

ガ
リ
ア
支
援
基
か
国
際

交
流
基
金
の
創
設
な
ど

を
決
め
た

。

　
さ
ら
に

、
0
7
年
4

月
か
ら
の
新
年
度
に
は

第
3
次
・
ブ
ル
ガ
リ
ア

訪
問
団
の
派
遣
を
内
定

し
た

。
ま
た

、
財
団
法

人
・
ひ
ろ
し
ま
国
際
セ

ン
タ
ー

と
当
協
会
が
互

い
に
法
人
会
員
に
な
る

こ
と
を
確
認
し
た

。

　
中
で
も
ブ
ル
ガ
リ
ア

の
首
都
・
ソ
フ
ィ
ア
に

あ
る
聖
イ
ヴ
ァ
ン
・
リ

地道な活動を継続していこう、と訴える佐々木代表理

ル
ス
キ
児
童
養
護
施
設

に
つ
い
て

、
第
２
次
・

ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問
団
の

団
長
・
今
村
功
専
務
理

事
は

、
０
歳
か
ら
3
歳

ま
で
の
1
3
0
人
が
生

活
し
て
い
る
同
養
護
施

設
が
老
朽
化
し
て
い
る

こ
と
や

、
日
本
で
は
家

庭
常
備
薬
の
よ
う
な
風

邪
薬
も
不
足
し
て
い
る

実
態
を
紹
介

。

「
０
７

年
1
月
に
E
U

（
ヨ
ー

ロ

ッ
パ
連
合

）
に
加
盟

す
る
予
定
で

、
こ
れ
か

ら
新
し
い
国
づ
く
り
が

始
ま
る
ブ
ル
ガ
リ
ア
の

乳
幼
児
に
温
か
い
愛
の

手
を
差
し
伸
べ
て
行
き

た
い

」
と

、
薬
の
贈
呈

運
動
の
展
開
を
新
提
案

し
た

。

　
こ
れ
に
対
し
て

、

種
々
意
見
が
出
た
が

、

最
終
的
に
は
①
バ
ザ
ー

支
援
活
動
を
ス
タ
ー
ト

児
童
養
護

施
設
へ
の

　
ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ

リ
ア
協
会
は

、
0
6
年

1
2
月
1
0
日

（
日

）

9
時
か
ら

、
広
島
市
留

学
生
会
館
で

「
ブ
ル
ガ

リ
ア
料
理
教
室

」
と

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

・

「
ブ

ル
ガ
リ
ア
の
料
理
と
ワ

イ
ン
を
楽
し
む
会

」
、

第
2
期
第
3
回
・

「
ブ

ル
ガ
リ
ア
理
解
講
座

」

な
ど
を
開
い
た

（
関
連

2
面

）
。

　
中
で
も
今
回
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー

事
業
は

、
ブ

ル
ガ
リ
ア
の
児
童
養
護

施
設
に
薬
を
贈
る
支
援

活
動
の
ス
タ
ー

ト
に
位

置
付
け
た

。

　
こ
の
日
は

、
新
し
い

人
が
約
1
0
人
参
加
し

総
計
3
5
人
が
ブ
ル
ガ

リ
ア
料
理
に
挑
戦
し
た

り

、
映
像
で
ブ
ル
ガ
リ

ア
の
今
と
昔
を
鑑
賞
し

た
り

、
ワ
イ
ン
と
料
理

を
楽
し
ん
だ
り
し
た

。

　
ま
ず
料
理
教
室
で
は

佐
藤
佳
代
子

、
佐
々
木

和
子

、
三
島
佳
代
子

、

樋
口
英
子
の
各
理
事
が

指
導
役
と
な

っ
て

、
5

品
の
料
理
を
作

っ
た

。

　
本
場
の
ブ
ル
ガ
リ
ア

人
の
指
導
者
が
い
な
い

中
”
４
女
性
調
理
師
”

は
ブ
ル
ガ
リ
ア
料
理
の

レ
シ
ピ
本
を
見
な
が
ら

手
際
よ
く

、
他
の
参
加

者
を
リ
ー

ド
し
て
ム
サ

カ
や
ナ
ス
の
グ
リ
ル
な

ど
5
品
の
メ
ニ

ュ
ー

を

作

っ
て
い

っ
た

。

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

「
ブ

ル
ガ
リ
ア
の
料
理
と
ワ

イ
ン
を
楽
し
む
会

」
で

は

、
会
場
に
第
2
次
・

ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問
団
が

撮
影
し
た
児
童
養
護
施

設
・
聖
イ
ヴ
ァ

ン
・
リ
ル
ス
キ

の
写
真
を
展
示

す
る
コ
ー

ナ
ー

を
設
け
た

。

　
そ
れ
を
見
る

と

、
乳
幼
児
の

寝
姿

、
薬
が
な

い
薬
棚

、
破
損

し
た
ま
ま
の
ボ

イ
ラ
ー

な
ど
の

内
部

、
ひ
び
割

れ
し
た
外
壁
な

ど

、
現
地
の
実

情
が
手
に
取
る

よ
う
に
理
解
で

き
る

。

　
こ
れ
を
見
た

参
加
者
た
ち
は

「
少
し
で
も
役

立
て
て

」
と
義

捐
金
を
寄
せ
て

い
た

。

ル
や
料
理
教
室
な
ど
で

基
金
を
集
め
る
②
現
金

を
持

っ
て
行
き

、
現
地

で
在
ブ
ル
ガ
リ
ア
日
本

国
大
使
館
員
と
同
施
設

の
施
設
長
・
医
師
と
一

緒
に
必
要
な
薬
を
購
入

し
て
贈
る
③
第
3
次
・

ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問
団
が

現
地
で
薬
を
手
渡
す
―

な
ど
を
決
定
し
た

。

児
童
施
設
か

ら
の
要
請
薬

①
抗
生
物
質
②

化
学
治
療
薬
③

咳
止
薬
④
解
熱

剤
⑤
鼻
炎
薬
⑥

点
耳
薬
⑦
点
眼

薬
⑧
皮
膚
病
薬

⑨
止
痢
剤
⑩
対

ア
レ
ル
ギ
ー

薬

⑪
そ
の
他

講
師
・
矢
田
部
修
道
大
助
教
授

　2月17日

演
題

「
東
欧
の
中
の
ブ
ル
ガ
リ
ア

」

　
第
2
期
第
4
回
・
ブ

ル
ガ
リ
ア
理
解
講
座
は

2
月
1
7
日

（
土

）
午

後

、
E
P
O
中
国
で
開

か
れ
る

。
講
師
は

、
広

島
修
道
大
学
の
矢
田
部

順
二
助
教
授
で

、

「
東

欧
の
中
の
ブ
ル
ガ
リ
ア

共
和
国

」
と
の
タ
イ
ト

ル
で
講
演
す
る
予
定

。

　
矢
田
部
氏
は
国
際
関

係
史
を
専
攻
し
東
欧
の

国
際
関
係
を
研
究
・
講

義
し
て
い
る
若
き
学
者

で

、
ヨ
ー

ロ

ッ
パ
や
東

欧
の
中
で
ブ
ル
ガ
リ
ア

が

、
ど
う
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
の
か
な
ど

を

、
分
析
・
紹
介
す
る

模
様

。

　
協
会
で
は

、
一
人
で

も
多
く
の
参
加
者
を
望

ん
で
い
る

。

第2期第5回・講座は3月18日

　第2期第5回・講座は3月18日（日）午

後、EPO中国で前JICA青年協力隊の

浜部直樹氏が、世界遺産・自然保護

区の復旧体験を語る。

　
同
施
設
か
ら

要
請
が
あ

っ
た

薬
の
種
類
は
次

の
通
り

。

児
童
養
護
施
設
へ
の
支
援
を
呼
び
掛
け
る
コ
ー

ナ
ー
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みんなで推進しよう！！ 平和・文化・教育・福祉・経済交流を

EU新加盟のブルガリアとの友情を深めて

　
　　（敬称略）　　　　　　　豊嶋 節夫、豊子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　72人・法人

お気軽にご連絡ください。全車無線対応です。

中国タクシー株式会社 ℡　０１２０－８８７０４０

販促の企画からパッケージの制作まで

㈲　巴　紙　工 広島市安佐南区　０８２－８７４－３１７５

新会員紹介

「ブルガリア語教室」　毎月、第2木曜夜と第3日曜昼

広島市中区   ０８２－５４１－３７７７

場所：（財）ひろしま国際センター

大関・琴欧洲の励ます会に友情参加
2
0
0
6
年
を
振
り
返

っ
て

カ
メ
ラ
・
ア
イ

ブルガリア人による 講師：リュボフさん

1月

ヤマオ コーポ レーシ
ョンに感謝状 （ 28日 ）

第 1期第４回 ・ブルガ リア理解
講座、講師：浅野相談役（24日）

２
月

３
月

４
月

５月

６
月

７
月

８
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

ば ら の 女 王 招 へ い 事 業 な ど を 検 討
し た 第 ６ 回 ・ 理 事 ・ 幹 事 会 （ 25 日 ） 中村会長叙勲パーティーと大関・琴欧洲激励会に友情参加（4日）

2006年度・総会

ばらの女王と日本語弁論大会優勝者の招待（1日～15日）

Ｊ
I
Ｃ
Ａ
研
修

生
と
の
交
流

（
1
9
日

）
Ｊ I Ｃ Ａ 研 修 生 と 県 国 際
ビ ジ ネ ス 促 進 室 （ 29 日 ）

山田助役に出発挨拶（25日）

第１次・ブルガリア訪問団（5月31日～7日）3面詳細

９
月

第2次 ・訪問団報告会、第
9回 ・理事・幹事会 （ 10日 ）

広島大学日本語学科２０周
年 記念 に参加 （ 23 日 ）

第 ２ 期 第 ２ 回 ・ ブ ル ガ リ ア 理 解
講座、講師：佐々木愛子理事（ 26日 ）

料理とワインを楽しむ会（10日）

第 2 次 ・ ブ ル ガ リ ア 訪 問 団
（ 29 日 ～ 8 月 9 日 ） 4 面 詳 細

広島市立大の浅田学長（左）と広島修道大の川本学長を訪問（27日）

牟田広島大学長の表敬訪問（12日）安芸高田市で市民と交流（7日） 広島ＦＦパレード（3日）

第1次・訪問団の懇談会（28日）

第10回・理事・幹事会（26

第２期第１回・ブルガリア理解講座、講師：本多みとり理事ら（26日）
　第1次・ブルガリア訪問団メンバーが訪問感想を語った。残念ながら
写真を撮っていなかった。

第２期第３回・ブルガリア理解講座、講師：佐々木典明代表理事（10日）

広
島
大
学
留
学
生
交
流
会
で
牟
田

学
長
と
日
本
語
教
師
派
遣
で
相
談

（
2
7
日

）

5品のブルガリア料理 会
場
に
は
児
童
養
護
施
設
支

援
の
コ
ー

ナ
ー

も

平和文化センターで（25日）

ブルガリア料理教室



(3)　No.0009 (１版) 「ひろしま・ブルガリア協会」 ニュース 　　　　　　200７年1月1日（月）

　　　
　　　

さらに国際貢献、平和交流などを活発化
成功させよヴェリコ・タルノヴォ市での「被爆写真展」

みんなが主役 各自の個性、特徴を発揮して、素晴らしい出会いと素敵な「国際貢献」を

２００７年７月１日～

　
第
2
次
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問
団
の
軌
跡

6
月

ソフィアの大統領府

大統領府でトシコヴァ官房長と

カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
市

ダミャノフ市長と原爆展の開催で意見交換 正面玄関

イヴァン学長と日本語教師派遣で意見交換

ヴ

ェ
リ
コ
・
タ
ル
ノ
ヴ
ォ
大
学

点在するトラキア古墳

トラキア人の墓内
部 の 天 井 壁 画

原爆展の8月開催を確認した後に記念撮影

前 田 資 料 館 長 か ら 原 爆
展の ポス ター など を預かる

ソフィア第18総合学校

日本語学科の８，９（中学２，３）年生、約30人と日本語で交流

大学の日本語学科の授業風景

ヴェリコ・タルノヴォ

カザンラック
ソフィア

花びらからローズオイ
ルを抽出する蒸留釜

早朝に摘まれた
ば ら の 花 び ら

ソフィアの在ブルガリア日本国大使館

福井大使から国際交流について意見を聞く

原爆展開催を報道した
中国新聞（5月27日付）

石造りの建物で保
護されている世界
遺産・トラキア人の

香川所長（右）と長井さんからブルガリアの情報を得る

青空の下での ばら摘み体験

日本語学科
学生と交流

学生の家で
ホームスティ

広
島
で
会

っ
た
医
大
生
と

再
会
し

、
医
学
部
を
視
察

ソフィアのJICAブルガリア事務所

コチェリノヴォ村

屋根上で子育てをするコウノトリ
バ
ン
ス
コ
の
ス
キ
ー

場

リラの僧院

バンスコ

世界遺産・リラの僧院

世
界
遺
産
・

ボ
ヤ
ナ
教
会

壁
画
が
美
し
い

ソ
フ
ィ
ア
大
学
医
学
部

ソフィアの国立感染症病院

病院長と意見交換

ビトシャー山
脈のレストラ

ン

ピ
リ
ン
山
脈
・
最
高
峰
の

ヴ
ィ
フ
レ
ン
山

（
２
９
１

４
ｍ

）
麓
の
バ
ン
ス
コ
は

ス
キ
ー

リ
ゾ
ー

ト
だ

っ
た

プロブディフ

エニョ・ボンチェフのローズオイル蒸留所

世界遺産・トラキア人の墓
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編集後記

　　　　　　　　 会　長：海生 直人・広島修道大学教授     　 代表理事：佐々木 典明・㈱中国放送顧問
　　　　　　　　  副代表理事：藤田 洋三・㈱日本ブレスト総務部長 専務理事：今村 功・HIES代表
「協会」役員

お薬から訪問介護、デイサービスまでお任せを

訪問介護、福祉用具貸与、デイサービス寺小屋チャオ、ひとみ薬局

（有）ヤマオコーポレーション

広島市南区翠　０８２－２５０－９８０５

会費やご支援金は、下記、振込みへ
　郵便振込　０１３４０－５－８３９２４　ひろしま・ブルガリア協会 宛に

の

「
色
々
な
形

」
の
支
援
が
あ

っ

た
お
陰
で

、
数
多
く
の
実
績
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
▼
色
々

な
形
の
支
援
と
は

、
経
済
的
に
余

裕
が
あ
り
国
際
貢
献
に
関
心
の
高

い
方
は

「
資
金

」
援
助
を

。
知
恵

の
あ
る
方
は

「
企
画
力

」
を

。
ま

た

、
P
C
に
強
い
方
は

「
資
料

」

作
り
を

。
料
理
が
好
き
な
方

、
得

意
な
方
は

「
料
理
教
室
の
指
導
者

役

」
を

。
腕
力
に
自
信
の
あ
る
方

は

「
力
仕
事

」
を

。
明
る
い
性
格

の
方
は

「
活
動
の
潤
滑
油
役

」
を

―

な
ど
と
各
自
の
個
性
や
特
徴
を

発
揮
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い

う
事
で
す
▼
今

、
在
籍
し
て
い
る

方
々
が
欠
け
れ
ば

、
活
動
ペ
ー

ス

が
ガ
ク
ン
と
落
ち
る
こ
と
で
し

ょ

う

。
わ
が
協
会
は

、
あ
く
ま
で
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
あ
る
方
の

集
合
体
で

、
男
女

、
年
齢

、
役
職

な
ど
の
差
は
全
く
な
く
平
等
・
対

等
な
関
係
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
体
で

す

。
あ
た
か
も
脳
の
中
の
脳
細
胞

と
脳
細
胞
が
繋
が
り
あ

っ
て

、
初

め
て
身
体
全
体
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

働
く

、
と
い
う
関
係
と
似
て
い
る

の
で
す

。
だ
か
ら

、
決
し
て
無
理

は
し
な
い
で

、
楽
し
く
活
動
し
て

い
る
も
の
で
す
▼
年
頭
に
当
た
り

協
会
の
モ

ッ
ト
ー

・

「
み
ん
な
が

主
役

。
各
自
の
個
性
・
・
を
発
揮

し
て
素
晴
ら
し
い
思
い
出
づ
く
り

を
し
な
が
ら
国
際
貢
献
を

」
を
確

認
し
て

、
新
し
い
ス
タ
ー

ト
を
切

り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
▼
今

回
の
紙
面
は

、
昨
年
1
年
間
の
活

動
を
写
真
構
成
で
振
り
返

っ
て
み

ま
し
た

。
さ
ら
に
新
年
か
ら
の
活

動
予
定
を
掲
載
し
ま
し
た

。
会
員

の
皆
さ
ん

、
さ
あ

、
新
し
い
気
持

で
出
発
を

。

（
爽

）

薬剤師募集中

第
３
次
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問
団
を
募
集

日　 程：６月１８日～２６日
参加費：約４５万円

ッ
ク
市

、
ヴ

ェ
リ
コ
・
タ
ル
ノ
ヴ
ォ

市

、
ル
セ
市

、
黒
海
沿
岸
に
あ
る
世
界

遺
産
ネ
セ
バ
ル
を
は
じ
め
５
か
所
以
上

の
世
界
遺
産
な
ど
を
訪
問
し
ま
す

。

　
中
で
も
ヴ

ェ
リ
コ
・
タ
ル
ノ
ヴ
ォ
市

で

ヴ

ェ
リ
コ
・
タ
ル
ノ
ヴ
ォ
で
初
の
原
爆
展

５
か
所
の
世
界
遺
産
と
黒
海
沿
岸
も
訪
問

は

、
昨
年
の
カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
市
に
次
い

で

、
同
市
初
の
原
爆
展
を
開
催
す
る
予
定

で

、
同
市
の
日
本
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
友
好
協

会
と
も
交
流
を
図
る
な
ど
こ
れ
ま
で
以
上

の
重
厚
な
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す

。

　
参
加
費
は
約
４
５
万
円

。
希
望
者
は
早

め
に
当
協
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

 
2
0
0
7
年
の
新
年
が

明
け
ま
し
た
。

当
協
会
に

と
っ

て
は
0
5
年
７
月
に

産
声
を
挙
げ
て
、

や
っ

と

1
歳
半
と
な
り
ま
し
た
▼

人
間
に
例
え
れ
ば
、

や
っ

と
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
が
で
き

る
程
度
で
す
。

し
か
し
、

会
長
、

代
表
理
事
を
は
じ

め
、

役
員
一
同
、

全
会
員

カザンラック市

 
第
2
次
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問
団
の
軌
跡

第１回・「ヒロシマ・ナガサキ原爆展」

ダミャノフ市長が核兵器廃絶と平和構築を討える

被爆者の佐々木理事の証言が衝撃を呼ぶ

テレビや新聞などのマスコミが取材、全国に報道

ヴ

ェ
リ
コ
・
タ
ル
ノ
ボ
市

シ
プ
カ
峠

エタル野外博物館

 
ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会
は

、

来
る
６
月
１
８
日
か
ら

、
第
３
次
・

「
ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問
団

」
を
派
遣
す
る

こ
と
に
し
現
在

、
訪
問
希
望
者
を
募

っ

て
い
ま
す

。

　
今
回
は

、
聖
イ
ヴ
ァ
ン
・
リ
ル
ス
キ

児
童
養
護
施
設
へ
の
薬
の
贈
呈
や
カ
ザ

ン
ラ

6月には雛だったコウノ
トリが8月には親鳥と同
じ大きさになり飛んでい

コチェリノヴォ村

イヴァン学長と再会し日本語教師派遣で意見交
換

渓谷に立ち並ぶヴェリコの家並み

間
口
２
ｍ
の
土
産
店

が
並
ぶ
旧
商
店
街

伝統家屋を集めたてブルガリアの昔の生活文化を体

ソフィアのマルコフ社長
宅で日本料理パーティー

ブルガリアの独立を果した露土戦
争でオスマン トルコ軍との雌雄を
決定したシプカ峠の自由記念碑

シ
プ
カ
僧
院

第2の都市・プロブディフ

スモーリャン地方
円形競技場の遺跡

人口約37万人のプロブディフの町並み

山頂で伝統楽器ガイーダ（パグパイプ）に合わせて歌

滝

の

あ

る

レ
ス
ト
ラ
ン

世
界
遺
産
・
リ
ラ
の
僧
院

世
界
遺
産
・
リ
ラ

の
僧
院
に
次
ぐ
す

れ
た
僧
院

。
ユ

バ
チ
コ
ヴ
ォ
僧
院

ぐ
れ
た
僧
院

ユ
ネ
ス
コ
保

護
下
に
あ
る

世
界
遺
産
・

ボ
ヤ
ア
教
会

ア
ル
バ
ナ
シ

8
月


